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ラトナラクシタ著『パドミニー』の冒頭偶および廻向偶
種村隆元・加納和雄・倉西憲一
はじめに
ラトナラクシタ（1150-1250年頃）の手になるインド仏教終焉期のタントラ注釈
書『パドミニー』は、『サンヴァローダヤタントラ』を釈しながら、随所に著者の
広い知見を披歴する、ある種の綱要書的な性格も有した稀書である。目下我々はそ
の梵文校訂を順次発表しつつあり'、基礎資料と書誌情報を網羅した研究序説をす
でに報告している2．本来であれば、その序説のなかに『パドミニー』の冒頭偶お
よび廻向偶の梵語原文と和訳を提示し、その偶文中に織り込まれた同書の著作動機
を明かしておいてしかるべきであったが、果たせなかったため、ここに別出する次
第である。
本稿では、したがって、冒頭偶および廻向偶の梵文原文と和訳とをあわせて提示
し、さらに解説を加えてゆきたい。校勘記には主要な写本一本(TakaokaCA17、
略号Ms)の読みのみ提示した。
梵文テクストと和訳
[冒頭偶］
(冒頭偶第一偶、帰敬）
gambhrramjagadekajTVananidhimnihSeSaratnodayam
nﾖnaScaryaSatasrayamvibudhasamdohenasamsevitaml
lakSmyasamrtayasamanvitatanumsadhuprasﾖdaspadam
sevadhvambhuvisamvarodayamahﾖtantrampayodhimbudhaill
‘既に校訂テキストを発表している章は次の通り。第21章（種村2009)、第22章後半部（種
村2014)第13章前半部（倉西2014)。第1章は近刊予定。
2種村・加納・倉西2014。
Ac"TYbe"caaB"〃hたα7:139-149,2014.
．FacultyofBuddhism,MinobusanUniversity,JAPAN
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奥深く、生き物たちを育む唯一の宝庫（/世界の最高存在という唯一の宝
庫）、あらゆる宝石（／〔三〕宝）の源、幾百もの多様な奇瑞（/驚異的な
力）にとってのよりどころ、神々によって撹祥されたもの（/賢者衆に親
近されるもの）、その身体にはアムリタを手にするラクシュミー女神を伴
い（/その本体に不死（浬藥）の吉祥さを伴う）、完全な透明さにとって
の基盤である（/聖者たちの恩恵にとっての基盤である）、サンヴァロー
ダヤマハータントラという大海に、賢者たちよ、あなた方はこの世で、従
い実践すべし。
(冒頭偶第二偶、著作宣言）
guruprasadadrpﾖrcihpradhvastadhvantadhrdrSal
d騨帥katipayehyarthalikhyantesamvarodayah|’
師の恩恵という灯の明かりによって闇が払われた畑眼にて僅かばかり見
られたところの、サンヴァローダヤの諸々の意味内容が、書き記される。
(冒頭偶第三偶、著作動機）
§akyoyadyapimadl･SenakathamapyantahpraveSo'syana
prarabdhavivrtistathapikuSalabhyasodayakank9ayal
§aktahkecananaivacettalaparisparSayapathonidher
istarthamkimutﾖpnuvantividhinatamgaham珈圃hSriyam|’
a:antaholem.,anta｡Ms.;a:na]em.,nuMs.;d:kimutapnuvanti]em.,kimu
napnuvantiMs.
たとえ、私のような者は、これ（タントラという海）の奥深くに入り込む
ことがどうしてもできないとしても、それでも、善行の反復修行を引き起
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こそうと望んで、解説に着手するのである。
もしも、どんなやり方でも大海の表面に触れることすらできないというの
ならば、ましてや、正しいやりかたでそこ（タントラという海）に深く潜
る人たちが、望ましい吉祥に到達することなどありえようか。
[廻向偶］
(廻向偶第一偶）
§i9yabhyarthanayﾖ§rutanugamatahproktamnagarvadina
yaddu9!amtadihakSamasvajananiSITVairavarahimel
jﾖtﾖndhasyanisaligadurgamapathantahsamsthitasyasti(49r9)kah
samdehahpatanampratipratimuhusftenopacitamaharSagamfll
a:｡arthanayalem.,｡arthanatayaMs.;b:du"mlem.(cfTib.skyon),
d"am;c:nisaligao]conj.(fbrnihsangao?),nisargaoMs.;c:｡pathanmh｡]
conj.,opath訂。Ms.;d:patanam]conj.,k9inanamMs.;d:tenopacitamlconj.,
tenopacitammMs.
弟子たちに懇願されて、かつて学んだところに従って〔本書は〕説かれた
のであり、けっして慢心などに動機づけられたわけではない。なんであれ
誤謬があるならば、それにかんして、母なる吉祥ヴァジュラヴァーラーヒ
－よ、ここで私をお赦しください。
介助なく悪路の真ん中に佇む生盲者（のごとき私）が転ぶことに、なんの
疑いがあろうか。〔以下仮訳〕↑それ（間違った疑念）により好ましくな
いことがくりかえし積み重なる↑。
(廻向偶第二偶、廻向）
apicaSiSutauktirvyarthavyastavama-
pihijanayatimaturmodamevaprakamam
l41
’
itimanasinidhayaivedamuktvayadaptam
kuSalamihatadastamviSvasambodhisiddhyail
a:apicalconj.,apiMs.;b:SiSutauktirlconj.,§iSutoktirMs.;b:vyarthaka｡]
●
em.,SvarthakaoMs.
さらにまた、幼子による発言は、たとえ意味なくでたらめな発音であった
としても、母には、ただひたすら喜びをもたらす。
このようなことを重々念頭に置き、本〔書〕を説き終えたあとで、ここで
得られたところの善､それがあらゆる者にとっての正覚の成就のためとな
らん。
(廻向偶第三偶、著作による功徳）
kinca,
siddhacaryaparamparagatasadﾖ、順yarkasamparkato
bhrajanmanasapadminIParimalodgaro'yamarohatul
mohaddrrghamitastataScavikalamviSrantamudbhrantakam●
bhavyendindiravmdacittamatulanandayamandayitumll●
b:｡manasao]em.，。manasasaoMs.;c:vikalamlem.,vikalaMs.;
d:｡vmdacittamlem.,｡vmdaciccittamMs.;d:mandayitum]em.,
mandayitamMs.
さらにまた、
成就者たる師より相承された正しい口伝の陽光と連結することにより、こ
の輝ける心の（/マーナサ湖面の）蓮の芳香の惨出が、高く上りますよう
に。
愚鈍さゆえに、永い間、あちらこちらで、混乱、疲弊し、さまよった、〔し
かし〕機縁に恵まれた、蜂の群がりという心が、無比なる歓喜のために、
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陶酔させるべく〔この鯵出が高く上りますように〕。
解説
（冒頭偶第一偶解説）
冒頭偶は三偶からなる。そのうち第一偶は、「サンヴァローダヤマハータントラ」
（注釈対象）たる「大海」への親近を促す。前半三連(a～c句）には、その両者を
形容する七の修飾語が並び、各語には二重の意味(Slesa)が込められている。つま
り形容句に表裏二つの趣旨を含ませ、それぞれが「タントラ」と「大海」とに関与
する内容となっている。まとめると下記の如くである。
「タントラ」
l深遠な
2世界の最高存在という唯一の宝庫？
3全〔三〕宝の源
4あらゆる驚くべき〔力〕の源
5賢者たちにより奉仕される
6その本体に不死（浬藥）の吉祥さを伴う
7聖者たちの浄信にとっての基盤
「海」
深い
生き物たちを育む唯一の宝庫
あらゆる宝石の源
幾百もの多様な奇證の拠り所
神々たちにより搾乳で奉仕される
（乳海攪枠）
その身体にはアムリタを手にするラ
クシュミー女神を伴う
完全なる透明さの基盤
第一の形容句gambhrramには、教えの「意味が奥深い」タントラと、海底まで
の距離が「深い」海、という両義がある。
第二の形容句jagadekajTVananidhimには、「世界の最高存在という唯一の宝庫
を有する」タントラと、「生き物たちを育む唯一の宝庫」である海、という両義で
理解した。ただし前者については必ずしも明瞭ではない。
第三の形容句nihSeSaratnodayamは、「全〔三〕宝の源」たるタントラと、「あ
らゆる宝石の源」たる海、という両義で理解した。このようにタントラが三宝すべ
ての源泉であると理解する場合､文字表現された教えを体とするタントラが仏典で
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あることを考慮すると、それは法宝にのみ相当するのではないかという疑問が生じ
るかもしれない。たしかにそれはひとつの解釈であろう。しかし次のように考える
ことも可能である。
すなわち後期インド密教において、タントラを因タントラ・果タントラ・方便タ
ントラに分ける分類法がある。この場合、果タントラとはタントラの実践の結果で
あるところの境地、すなわち大持金剛の位である。このことについてたとえば、ラ
トナーカラシャーンティは以下の様に説明している。
Ratnakara息珈tiIsG""αvα堀
tantramitiprabandham・trividhamtantram,hetutantramphalatantram
upayatantramca.tatraprakrtiprabhasvaramanadinidhanamcittam
bodhicittamsahetustadbrjam.kasyabijam?bodhell.samyaksambodhih
phalamniruttaraphalatvat・sapunastasyaevaprakrtiprabhasvarasya
cittasyaganmkasarvavaralakSayalakS叩圃viSuddhih.sabuddh加ﾖm
dhannakayahsambhoganinnanakayasamgrmanamanantanam
buddhadharmﾖ頓maSrayaityarthah.saivabuddh珈ﾖmbodhirdharmakayo
mahavajradharapadam.(p.2.11-17)3
【和訳】「タントラとは相続(prabandhai)である．タントラには3種類
ある。〔すなわち〕因タントラ、果タントラ、方便タントラである。その
うち、本性清浄なる無始無終なる心、すなわち菩提心、それが因であり、
それが種子である。何の種子であろうか？菩提の〔種子〕である。正等覚
が果である。なぜならば〔それが〕無上の果であるからである。その〔菩
提〕はその同じ本性光明なる心の偶発的なすべての障害を減することを特
徴とする浄化である。それは諸仏の法身であり、報身と化身を包摂した無
限の仏法の基体であるという意味である。それこそが諸仏の菩提であり、
法身であり、大持金剛の位である。」
3上記引用のテキストはHarunagaIsaacson氏より頂いたeteXtをもとに刊本の読みを訂正したも
のである。Isaacson氏に謝意を表します．尚、言うまでもなく、上記引用中のテキストに見られ
るいかなる誤りも著者に責任がある。
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また一方、ラトナラクシタ自身が『パドミニー』第一章の中で援用する『宝生論』
においては、真如が三宝の源泉であることが説かれている。
Ra伽ago""W肋"g"1.23:
samalﾖtathatathanirmalavimalahbuddhag叩ﾖjinakriyal
viSayahparamarthadar息加mSubharatnatrayasambhavo4yataり||
【高崎和訳】5「有垢なる真如、また、無垢なる〔真如〕、垢を離れた仏
の諸特性とジナ（＝仏）のはたらき－〔これは〕最勝の義理を見る〔仏〕
たちの領域であり、そこから清浄なる三宝が生れ出る〔ところの源泉であ
る〕。」
もし著者が冒頭偶のsamvarodayamahatantraという語句において果タントラを
意図しており、「大持金岡Iの位」が「真如」と同義と理解してよいならば、タント
ラが三宝の源泉であるという理解は十分成り立つと考えられる。
第四句順naScaryaSatﾖ§rayamは、「あらゆる驚くべき〔加持力〕の源」たるタ
ントラと、「幾百もの多様な奇證にとっての拠り所」たる海、という両義で理解し
た。
第五句vibudhasamdohenasamsevitamは「賢者たちにより奉仕される」タント
ラと、「神々たちにより搾乳で奉仕される」（乳海攪祥）海、という両義で理解し
た。前者の「賢者」は菩薩を指すとみてよい。後者は、人口に膳炎する、乳海攪祥
神話であり、次の第六句にも関与する。
第六句lak5myasamrtayasamanvitatanumは、「その本体に不死（浬藥）の吉祥
さを伴う」タントラと、「その身体にはアムリタを手にするラクシュミー女神を伴
う」海、という両義で理解した。前者の場合、amrtaは浬藥と同義であり、この等
置はたびたび仏典にみられる。後者の場合、anl血は乳海撹祥から得られたエッセ
4『宝性論』梵文写本(MsB)およびSchmithausenl971:140によってJohnstonの読み。sargako
を。sambhavoとする。
5高崎1989:36.
145
ンスであり、文字通り不死をもたらす妙薬である。そして神話においてラクシュミ
ー女神は、乳海攪枠から生まれるため、第五句とのつながりが意識されているとみ
て間違いない。
最後の第七句sadhuprasadaspadamは、「聖者たちの浄信にとっての基盤」たる
タントラと、「完全なる透明さの基盤」たる海、という両義として理解した。前者
は、聖者たちが信仰する対象としてのタントラに言及しており、後者は、透き通っ
た海水を納める器としての海について語っていると考えられる。なお、
sadhuprasadaspada「完全なる透明さ」は、究寛次第で到達するprabhasvaraの状態
を示唆している可能性もある。ラトナラクシタが聖者流の実践に通じていたであろ
うことは、『パドミニー』のnidanaに対する秘儀的な註釈の箇所からも推測でき
る。
なお当偶では「タントラ」が｢海｣に瞼えられるが、「海」＝「宝の源」(ratnakara)
なので、大きな意味で「宝」に関係する。これは著者の名前ラトナラクシタに関連
している可能性もある。
（冒頭偶第二偶解説）
第二偶では著作宣言がなされる。このうちkatipayeは男性､複数､主格と理解し、
drstahに掛かると理解して訳した6。
（冒頭偶第三偶解説）
この冒頭偶の最終偶には、著作動機が記される。『サンヴァローダヤタントラ』
を「海」に瞼える第一偶をそのまま継承する。著者ラトナラクシタ自身は、その海
の深奥にたどり着くことこそできないけれど、少なくとも本注釈書『パドミニー』
が、その海の水面、つまりタントラの表面的な意味に触れるための手引きとなる旨
を主張する。
(廻向偶第一偶解説）
同偶の前半句には本書『パドミニー』が弟子に懇請されて、かつて学んだことに
6苫米地等流氏のご教示による。
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従って著作された旨が記される。この前半句の意味は明瞭である。それに対して後
半句は乱脱が認められ、内容は晦渋を極め、復元困難である。提示した仮訳はごく
暫定的なものである。
c句nisaligaは、写本の形nisargaでは文脈にふさわしい意味が得られない。意
味としてはチベット訳にあるgrogsmed「介助なく」がよくあう。しかしgrogs
medと対応するnillsaliga｢介助なく」という読みに校訂すると、韻律が破綻する。
それゆえ、苦肉の策として、テクストはnisaligaと韻律に合う語形としながらも、
それはnihsaligaを意味するものと解釈した。再考の余地が残される。
そしてd句に至っては意味を取ることも、復元案を提示することもできなかった
ため、その解決については保留したい。
なお同偶後半句のチベット訳は、「介護なき生盲者が進み難い道に正しく入るこ
とはできない。刹那毎に錯乱し疑念を抱くものである。それをどうかお赦しくださ
い」7とあり、上掲の梵文とは異なる。
（廻向偶第二偶解説）
当偶のa句については韻律の上で、6つの短音節が連続する必要があると考え、
写本の読みである§iSutoktirを、§iSutauktirと変更した。すなわち、§iSutahuktir-
§iSutauktir→§iSutoktirという過剰な連声(doublesandhi)によって生じた乱脱
(corruption)と理解した。これによって韻律を回復することができる。
（廻向偶第三偶解説）
b句の、bhrajanmanasapadminrParimalodgarahには表裏両義あると理解した。す
なわち「マーナサ湖にある蓮の群生」という意味と、「輝ける心に到達するための
『パドミニー』というテキスト」という意味とである。
ここに「マーナサ湖」（カイラーサに位置するマナサロワール湖）という言葉が
選択されている意味を深読みすることが許されるならば、この文言は、『パドミニ
7skyespa'ilongbagrogsmedbgroddka'ilamduyangdaggnaspayodmintellskadcigsososor
'khrulzhingthetshomdugyurdesnabzodpar'osllただしこのチベット文は韻律上、一音節不足
している。
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－』がチベットで著作されたというターラナータの説8に関与するものと考えるこ
とができるかもしれない。
。句のatulanandayamandayitumについては、動詞と同族目的語からなるものと
解釈して、「無比なる歓喜に導くために」と理解することもでき、この「歓喜」は
いわゆる「倶生歓喜」を指す可能性もある。
おわりに
以上、『パドミニー』の冒頭偶と廻向偶の原文と和訳を提示することによって、
同書の著作意図を確認した。三偶からなる冒頭偶では、タントラを海に職えて、そ
の海に入る手がかりとして『パドミニー』を著した旨が、謙遜の言葉を重ねながら
語られていた。
そして同じく三偶からなる廻向偶では、弟子に請われて、本書が著されたのであ
り、慢心によるものでないことが語られる。そして本書の内容が師子相承の教えに
もとづいていることを強調する。ここに表明されるラトナラクシタの態度は、アバ
ヤーカラグブタなど先行する碩学に忠実な本書中の筆致と軌を一つにする。
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